
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 43

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費   ５９２，０００（千円）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 南蒲生浄化センター1号線整備事業

(主)井土長町線 

仙台東部道路 

仙台東IC 

今泉

名取

仙台南部道路 

現道(主)塩釜亘理線 

かさ上げ道路 

（市）南蒲生浄化 

 センター1号線 
 

対象事業 
L=3.2km 

 

(一)荒浜原町線 

(市)南蒲生浄化 

センター１号線 

 主要避難道路の幅員構成 

８．０ｍ 

集落内徒歩避難ルート（両側歩道） 

一般部（片側歩道） 

 

８．０ｍ 

10.5～ 

2.5～ 

2.5～ 

＜概要＞ 

 宮城野区岡田地区、蒲生地区等の集落から東部道路西側への車による避難、および津波避難施設への徒歩・自転車等による避難を

円滑に行うため、津波避難経路として東部地域の幹線道路である南蒲生浄化センター1号線の整備を行うものである。 

 整備延長 約３．２ｋｍ     幅員 １０．５ｍ～１３．５ｍ 

＜事業費＞ 

・H２８年度事業費   工事費  １５６，０００千円  

＜基幹事業＞ 

・D-23  防災集団移転促進事業 

 津波などにより甚大な被害を受け、災害危険区域を指定した地区の住民について、安全が見込まれる地域への集団移転を促進するも

の 

＜基幹事業との関連性＞ 

本市における津波対策は、海岸・河川堤防や道路のかさ上げなどのハード対策と、土地利用の見直し（防災集団移転）や津波からの円

滑で確実な避難のための取り組みなどのソフト対策を複層的に組み合わせた、多重防御による総合的な対策である。 
本事業は、多重防御という観点から、基幹事業と関連して円滑な避難のための道路整備を行うものであり、防災集団移転事業と連携し
て本市東部地域の暮らしを守るという効果を与えるものである。 


	様式（D-23-2-43）南蒲生浄化センター1号線

